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1.はじめに 

 アスファルト抽出試験（以下，抽出試験）は，

アスファルト混合物あるいは再生骨材からア

スファルトを抽出し，アスファルト量と骨材合

成粒度を測定する品質管理試験である．すなわ

ち，アスファルト合材プラントにおける日常的

な品質管理試験として基礎的なデータを得る

ものであり，測定精度とともに簡便性や安全性

が要求される. 

 従来，抽出試験用溶剤に用いられていた三塩

化エタンは，1995 年以降，オゾン層破壊物質と

して全廃止となった．これに伴い，溶剤は植物

性や石油系などが代用され，人体や環境に配慮

した代替試験が実施されている．しかしながら

改質アスファルトへの適用性や溶剤コスト，廃

液処理などの課題について一考を要する． 

 本研究では，これまで特に安全性や簡便性に

配慮した抽出試験の開発に取り組んでおり，既

報研究 1)から超臨界水および亜臨界水のアスフ

ァルト抽出溶媒としての応用の可能性を明ら

かにしている．特に実用を視野とした場合，超

臨界水に比べ取り扱いが容易な臨界点

(374℃・22Mpa)以下の亜臨界水に焦点を絞る必

要があり，抽出したアスファルトを膜状で回収

する亜臨界水アスファルト抽出試験（以下，亜

臨界水抽出法）の検討を進めている． 

 これまでの研究成果では，抽出精度に影響を

及ぼす試験後の試料に残存するアスファルト

片(以下，As.片)の除去が課題であり，図-1 に

示す圧力容器及び図-2 に示す試験方法を検討

した.しかしながら，試験方法の更なる簡略化

の余地があり，また，再生骨材の精度確認を行

う必要性がある.そこで本研究では，亜臨界水

抽出法の抽出工程による As.片除去を試み，試

験方法の簡略化，及び亜臨界水抽出法を用いた

再生骨材の抽出精度の確認を行った. 

 

図-1 圧力容器 

 

図-2 試験方法 

表-1 密粒度アスファルト混合物の配合比 

6号砕石 7号砕石 砕砂 粗砂 フィラー As.
配合比(%) 36.0 21.0 33.0 5.0 5.0 6.0  

2.実験概要 

供試体は，表-1に示す密粒度アスファルト

混合物(13)に対して，ストレートアスファル 

φ74
φ98

24
0

26
0

内容積 1000ml

最高使用圧力 19MPa

最高使用温度 350℃

加熱用ヒーター アルミブロックヒーター

適用法規 小型圧力容器

−日本大学生産工学部第47回学術講演会講演概要（2014-12-6）−

ISSN 2186-5647

― 617 ―

4-13



 

 

 

ト（以下，St.As.）ならびに，ポリマー改質アス

ファルト H 型（以下，H.As.）を 6.0%被膜させ

た 2 種類を 500g 使用した．また，再生骨材の

精度確認では，骨材質量を 250，500g の 2 種類

を検討した. 

 試験条件は，抽出工程における試験時間を従

来の 15 分に加え，30 分，60 分の 3 種類を検討

し，図-3 に示す As.片の除去を試みた.以上の条

件より試験後の試料の分取・分級工程の簡略化

を検討した.  

各試験後の骨材の評価・判定方法として，式

（1）より，アスファルト量を，式(2)より測定

誤差を求め，試験精度の評価・判定を行った. 

 

 

 

EA = 'AC － CA 

 

ここに 'AC     ：アスファルト量（%） 

 MS ：実験前の供試体質量（g） 

 MS´   ：実験後の供試体質量（g） 

EA ：測定誤差（%） 

CA ：配合アスファルト量（%） 

 

3.試験結果 

3.1.試験方法の簡略化の検討 

 図-4に各条件の測定誤差を示す. 

St.As.及び H.As.は，共に抽出時間 15 分に比

べ 30 分の測定誤差が小さく，抽出精度の向上

が見られる.しかしながら，抽出時間を 60 分ま

で延ばすと，膜状 As.から垂れた粒状のアスフ

ァルトが試験後の骨材中に多数見られた.これ

は，As.片と比較して形状が異なるため，試験

時間の延長により膜状 As.から垂れてしまった

アスファルトであると考えられる.この粒状ア
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図-4 測定誤差 

スファルトにより，測定誤差が大きく出てしま

うため，60 分以上の抽出時間の検討が行えない．

しかしながら，冷却工程での粒状アスファルト

の防止等で改善される可能性も考えられる. 

3.2.再生骨材の精度確認 

 再生骨材 500g は，容器側面に骨材表面の旧

アスファルトが付着し，固化してしまったため，

試験後の骨材回収が行えなかった. 

再生骨材 250g の測定誤差は 1.17%と，密粒度

アスファルト混合物と比較して，大きい結果と

なった.試験後の骨材を目視観察すると，骨材

表面に旧アスファルトが付着しており，さらに

細粒分の団粒化が見られた.また，試験後の骨

材中に As.片は見られなかった. 

 測定誤差が大きくなった要因として，一般に

旧アスファルトは，新規アスファルトと比較し

て，骨材に十分に付着し，重質化する傾向にあ

る.よって，旧アスファルトが骨材から剥がれ

難くなっているため，抽出が不完全であったこ

とが考えられる.  

4.まとめ 

 本研究より得られた知見を以下に示す. 

1）抽出工程による As.片の除去は困難であるが，

冷却工程による対策で改善する可能性がある. 

2）亜臨界水抽出法により再生骨材のアスファ

ルト抽出試験を行うために，抽出試験前の加熱

養生等による旧アスファルトに対する対策の

検討を行う必要性がある. 
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図-3 各アスファルトの形状 
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